
   

第 7回堺市内バス運行連絡会 意見交換概要 

 
 
 
 

主な意見 回答 

 

○女性バス運転士の割合について 

 

（南海バス） 

○現在はまだ数名だが、拡大に向けて取り組ん

でいる。正社員やフルタイムで早朝から深

夜まで勤務する形態に限定せず、時間帯や

曜日を絞った柔軟な働き方も推進したい。 

 

○前回実施したおでかけ応援制度の無償化後 

のバス利用者の定着について 

（南海バス） 

○実施時は、4 割、5 割増え、実施後について

も少しずつバス利用者の底上げにつながっ

ている。 

○今回の無償化はプレミアム商品券施策と同

時期に実施され、バスを利用しやすい環境

が整っている。交通事故や渋滞の回避、高

齢者の外出促進による健康維持などの効果

が期待され、利用者増につながる意義ある

取組であると考えている。 

 

○2030 年までの完全自動運転によるバス運 

転士不足解消の見込みについて 

 

（南海バス） 

○現在、国内では乗務員のいないバスの完全

自動走行は実現していないが、自動運転技

術は日進月歩で向上している。 

○走行環境の整備や事故対応、運賃収受など

色々な課題があり、現時点で 2030 年まで

の実現を断言できる状況ではないが、実証

実験を継続して取り組むことにより、先々

につなげたいと考えている。 

 

○夜間におけるバスと鉄道との乗り継ぎにつ 

いて 

 

（南海バス） 

○バス路線やダイヤは需要と収支を見ながら

地域実態に応じて検討している。 

○生活様式の変化による夜間利用の減少、乗

務員不足、働き方改革などの制約から、路

線バスを深夜時間帯まで拡充して運行する

ことは難しい。 

 

○地域の人口動向やニーズに応じたバス路線 

の運行計画等への反映について 

 

（南海バス） 

○事業は地域の利用によって成り立つため、

地域の状況や皆様の声を踏まえ、総合的に

研究を進めたい。 
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○喫緊の課題である運転士不足について 

 

（堺市） 

○市内交通を担う南海バスと連携し、喫緊の

課題である運転士不足に対して、自動運転

の取組や人材確保に向けた周知広報を継続

する。 

（南海バス） 

○募集広告を出すという従来型の求人では人

が集まらない時代となっており、運転体験

会など積極的な働きかけで運転士確保に取

り組んでいる。 
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